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今 月 の 表 紙
【雪まつりで披露された梁取太々神楽】
　雪まつり１日目の最初のステージでは、梁取
集落伝統の梁取太々神楽が披露されました。ス
テージ前には神楽を一目見ようと多くの人が集
まりました。
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今
年
の
大
雪
像
は

八
十
里
越
を
イ
メ
ー
ジ

　
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
が
今

秋
か
ら
来
夏
に
開
通
を
予
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
雪
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
る
と
と
も
に
、
八
十
里
越

開
通
に
向
け
て
の
機
運
を
高
め
る

た
め
に
、
八
十
里
越
に
架
か
る
橋

梁
と
山
々
を
抜
け
る
ト
ン
ネ
ル
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
大
雪
像
が
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
雪
像
の
前
で
は
記
念
撮
影
を

す
る
方
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
夜
に
は
、
八
十
里
越
の
歴
史
と

こ
れ
か
ら
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
投

影
さ
れ
、
来
場
者
の
心
を
惹
き
つ

け
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
二
日
間

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
近
年
で

は
稀
な
二
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま

れ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
し
、

来
場
者
数
は
約
２
５
，０
０
０
人

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
内
か
ら
の
来
場
者
の
他
、
外

国
人
観
光
客
の
方
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

盛会のうちに終了!
来場者は25,000人!
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只見ふるさとの雪まつり
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1日目2日目

　
１
日
目
は
、
鏡
開
き
で
開
会

の
お
祝
い
を
し
た
後
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
福
も
ち
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
後
に
は
、
梁
取
太
々

神
楽
が
行
わ
れ
、
続
い
て
町
内

の
芸
能
団
体
に
よ
る
芸
能
発
表

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も

只
見
町
建
設
業
協
会
の
協
賛
に

よ
る
「
清
水
優
哉
（
赤
ベ
コ
く

ん
）
雪
ま
つ
り
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ

イ
ブ
」、
芸
人
・
ほ
い
け
ん
た

の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど
が
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

雪像前で記念撮影 只見町建設業協会による
ＥＶバイクの試乗会

ブナりんと子どもたち

南郷トマトを使用したマトン焼き
のタレ「只味（ただみ）」を会場で
試食販売！現在インフォメーショ
ンセンターで数量限定販売中！

多くの方の思いを打ち上げた１日目の祈願花火 今年の厄男の皆さん

会場で行なわれた雪上宝拾い

ほいけんたさんのライブでは会場に
大きな笑いが巻き起こりました

様々なジャンルの楽曲を演奏した
赤ベコくんこと清水優哉さん

只見つくし会、瞳の会、はぎの会、コーラスフルールの皆さんによる芸能発表ステージ

ふるさと交流都市柏市との交流イベント

三条市グリーンパル（株）よりスノーダンプ、
南会津町（同）SCOPより丸太の提供をいた
だき実施した丸太を運ぶ「レース２８９」

※只見駅周辺魅力化向上事業で開発。
売上の一部を只見線維持管理費用に
寄附予定
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2日目

　
２
日
目
は
、
あ
っ
け
ら
か
ん

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
幕
を
開

け
、
続
け
て
子
ど
も
た
ち
が

「
只
見
の
空
」
を
踊
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
郷
土
芸
能
発
表
や
大

竹
涼
華
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど
が

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
町
民
有
志
発
表
も
行
わ

れ
、
ス
テ
ー
ジ
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。
辺
り
が
薄
暗

く
な
る
こ
ろ
に
は
、
天
領
只
見

仙
嶽
太
鼓
の
演
奏
が
、
雪
ま
つ

り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
向
け
て
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

雪まつ
り

スナッ
プ

お客さんで賑わうゆきんこ市 雪の遊び場で遊ぶ子どもたち

只見町出身のシンガーソングライター
大竹涼華さんが歌声を響かせました

只見を愛するユニット
只見LOVERSによるライブ

毎年恒例の雪玉ストラックアウトには
多くの方が参加しました

２日目の芸能発表では、伝統の小林早乙女から始まり、大倉八木節、只見音研が会場を盛り上げました

ステージ前に人だかりを作った「元只見中」、「ただすと」、「MIYUA」の３団体

クライマックスに向けて
太鼓の音色と舞で盛り上げた天領只見仙嶽太鼓

入場門は電源開発株式会社が作成しました

大雪像は株式会社大吉興建が作成しました

子どもたちも参加したあっけらかんマジックショー 子どもたちや雪むすめ、ブナりんも踊った只見の空

大雪像・入場門作成にご尽力いただき
ありがとうございました！
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長
年
の
功
績
を
称
え
る

医
師
不
足
な
ど
の
不
安
解
消
の
た
め
に

只
見
線
復
興
の
た
め
に

五
十
嵐
さ
ん

「
農
林
水
産
大
臣
表
彰
」受
賞

朝
日
診
療
所
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
ス
タ
ー
ト

合
同

会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
が
寄
附

▲農林水産大臣表彰を受けた五十嵐さん（右）

▲オンライン診察の様子。医療センターの医師がモニター越しに問診を行う

▲目録を手渡した酒井さん（左）

　

令
和
７
年
度
福
島
県
統
計
功
労
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
五
十
嵐
潤
之
介
さ
ん
（
塩

沢
）
が
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
か
ら
統
計

調
査
員
に
従
事
さ
れ
、
農
林
水
産
統
計

（
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
）
に
９
回
調
査
員
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、
２
月
24
日
に
町
役
場
で
行

わ
れ
、
五
十
嵐
さ
ん
に
表
彰
状
と
金
杯
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
診
療
所
で
は
、
福
島
県
の
支
援
を

受
け
、
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
病
院

（
以
下
医
療
セ
ン
タ
ー
）
と
の
連
携
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
朝
日
診
療
所
で

患
者
が
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
医
療
セ
ン
タ
ー

の
総
合
内
科
医
の
診
察
（
問
診
、
視
診
）

を
受
け
る
形
と
な
り
ま
す
。
医
療
セ
ン
タ

ー
の
医
師
が
朝
日
診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
を
遠
隔
操
作
し
な
が
ら
、
診
察

を
行
う
た
め
、
朝
日
診
療
所
側
で
は
、
医

師
の
立
ち
合
い
が
な
く
、
看
護
師
が
同
席

し
診
療
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
対
象
患
者

は
、
医
師
の
指
示
の
下
、
症
状
が
軽
く
安

定
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
不
定
期
の
運
用
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
も
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
調
整

を
行
い
、
課
題
の
精
査
、
改
善
を
行
い
な

が
ら
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
安

定
し
た
運
用
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
災
害
時
な
ど
の
診
療
所

機
能
の
補
完
、
訪
問
診
療
な
ど
で
医
師
が

不
在
の
時
間
帯
や
診
察
室
に
空
き
が
あ
る

場
合
の
診
察
な
ど
、
診
療
所
で
の
診
療
体

制
の
安
定
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

朝
日
診
療
所
の
城
所
長
は
「
町
民
の
医

療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
負
担
軽
減
に
も
な

る
。
今
後
、
皮
膚
科
や
精
神
科
な
ど
専
門

　

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
の
酒
井
治

子
さ
ん
が
、
２
月
４
日
に
寄
附
の
た
め
に

役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

合
同
会
社
メ
ー
デ
ル
リ
ー
フ
は
「
春
夏

秋
冬　

只
見
線
缶
マ
グ
ネ
ッ
ト
」
や
「
只

見
線
歴
代
車
両
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
な
ど

の
只
見
線
応
援
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
、
そ
の

売
上
か
ら
金
６
万
６
，７
１
６
円
を
只
見

線
の
復
興
応
援
の
た
め
町
に
寄
附
し
ま

し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
只
見
線
復
興
の

た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

NEWS&FLASH

科
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
理
想

的
。
ど
な
た
で
も
活
用
で
き
る
仕
組
み
と

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

高校生と食改がメニュー開発
「健康チャレンジレシピ発表会」で発表

雪の中で観察会
ブナセンター「豪雪のブナ林観察会」開催

鬼は外　福は内　節分イベントが行われました
　ぶなのもりこども園・只見保育所では２月３
日に豆まきが行われました。豆まきのお話を聞
き由来を学ぶなどした後、ひまわり組から下の
クラスの子どもたちの「おにはーそと、ふくは
ーうち」の元気な掛け声に合わせて、さくら組
の子どもたちが豆まきを行いました。
　また、２月４日にはかるがもクラブで節分イ
ベントが行われ、参加した親子が鬼のお面を作
ったり、鬼退治をしたりしました。

　地元食材を生かした「おいしくてヘルシーなレシピ」の開発への取組みの成果発表会である「南会津
ならではの健康チャレンジレシピ完成発表会」が１月２０日に開催されました。

　只見町ブナセンターは「豪雪のブナ林観察会」を２月２１日に深
沢の森で開催し、町内外から３１人が参加しました。
　観察会では、薪ボイラー棟を見学し、森林を育てることと薪エネ
ルギーとして利用することの意味について学びました。そして、ブ
ナの巨木に会いに斜面を登り、そびえたつブナの巨木が現在まで残
った理由を考えました。子どもたちは斜面を『ゲスゾリ』で滑り降
りて楽しみました。さらに、降ってくる雪と降り積もった雪につい
ての観察に加え、雪崩の危険性を判断するテストが実演され、雪に
対する理解を深めました。最後は、ブナ林の樹木の葉や枝を使った
樹木茶を楽しみました。
　当日は晴天と堅雪に恵まれ、気持ちの良い観察会となりました。

▲みんなで豆まきイベントを楽しみました（こども園）

▲発表を行った只見高校生と食改の皆さん

▲ブナの巨木の前で記念撮影

　山際食彩工房の山際さんらが審査員を務め、
参加団体の発表を聞きながら実際に試食し、審
査を行いました。
　只見町は、只見高校生と食生活改善推進員が
協同で開発にあたり、高校生のアイデアと食生
活改善推進員の知識・経験を生かした「塩麹マ
トン」、「甘酒スコーン（きな粉、トマト）」を発
表しました。
　只見町のレシピに対し、審査員から「マトン
が柔らかかった」、「米粉が使われておりヘルシ
ー」などの意見が挙げられ、好評でした。
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�

真
理
子

Ｕ
タ
ー
ン
十
年
目
の
冬
囲
炉
裏
談

馬
踊
る
タ
オ
ル
頂
く
初
物
買
い

�

睦　

子

気
が
つ
け
ば
足
も
と
ふ
わ
ふ
わ
踏
む
落
葉

窓
を
拭
く
男
や
も
め
の
年
暮
る
る

�

尚　

幸

雪
解
け
や
枯
れ
草
乾
く
通
勤
路

火
の
色
に
山
肌
染
め
る
雪
祭
り

�

恒　

夫

子
ど
も
ら
の
声
の
久
し
き
ど
ん
ど
か
な

紺
碧
の
空
の
染
み
入
る
雪
の
層

�

礼　

は
る
か
な
る
行
程
雪
の
き
ら
め
き
ぬ

川
添
え
の
雑
木
枝
張
る
霜
の
花

�

修　

一

回
覧
を
届
け
る
声
や
春
隣

シ
ア
ト
ル
の
叔
母
の
メ
ー
ル
や
雪
見
舞

�

信　

鬼
去
り
て
春
待
つ
窓
に
月
明
か
り

春
愁
や
中
也
の
詩
集
色
あ
せ
て

�

都　

父
の
星
母
の
星
加
え
て
冬
銀
河

子
が
巣
立
ち
机
の
落
書
冬
深
し

�

味
代
子

侘わ
び

助す
け

や
名
を
知
り
活
け
る
空
瓶
に

息
白
く
厨
の
窓
辺
通
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

恵

配
膳
の
ロ
ボ
ッ
ト
愛め

で
し
二
月
の
喪

熱
澗
や
年
に
一
度
の
好
夫
妻

�

目
黒　

富
子

夕
暮
れ
は
心
静
も
る
心
地
し
て
今
日
の
ひ
と
日
を
思
ひ
起
こ
し
ぬ

�

関
谷
登
美
子

検
診
に
出
か
け
し
病
院
待
合
に
久
し
く
会
わ
ぬ
友
と
顔
合
う

�

立
花　

奏
音

雪
ま
つ
り
晴
れ
し
会
場
三
歳
児
声
弾
み
跳
ね
冬
駆
け
抜
け
る

�

新
国
由
紀
子

雪
降
り
て
ぼ
や
り
と
空
に
見
ゆ
る
陽
の
下
に
除
雪
機
は
弧
を
描
き
を
り

�

渡
部
ヨ
リ
子

朝
早
く
暗
き
道
路
を
吹ふ

雪ぶ

く
中
新
聞
配
達
の
音
遠
く
聞
く

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
八
年
二
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
二
月
定
例
会
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電話番号

税

今
月
の
納
期

3
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎82-5240
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
只見保育所� ☎82-2219
認定こども園� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230

●
農
集
排
使
用
料
（
３
月
分
）

お
知
ら
せ

自
動
車
の

移
転（
変
更
・
抹
消
）登
録

福
島
県
立
み
な
み
あ
い
づ

支
援
学
校
が
開
校
し
ま
す

　

自
動
車
の
売
買
や
転
居
等
を
さ

れ
た
際
に
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
手
放
し
た
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
が
届
い
た

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
（
午

前
０
時
）
現
在
の
登
録
名
義
人
で

あ
る
所
有
者
（
割
賦
販
売
等
で
所

有
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は

使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、

他
人
に
譲
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

必
ず
運
輸
支
局
で
移
転
や
抹
消
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
な

い
と
、
翌
年
度
分
の
税
金
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
、
知
的
障
が
い

の
あ
る
児
童
生
徒
が
学
ぶ
特
別
支

援
学
校
が
南
会
津
町
内
に
開
校
し

ま
す
。
県
立
南
会
津
高
等
学
校
敷

地
内
に
小
・
中
学
部
校
舎
を
新
築

し
、
柱
・
梁
集
成
材
の
一
部
に
は

南
会
津
地
域
の
唐
松
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
部
校

舎
は
、
高
等
学
校
の
既
存
校
舎
の

一
部
を
改
修
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

こ
の
開
校
に
よ
り
、
南
会
津
地

区
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
場
が
広
が
る
と
と
も
に
、
児
童

生
徒
の
障
が
い
の
程
度
や
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
み
あ
い
づ
支
援
学
校
は
、

児
童
生
徒
が
地
域
の
学
校
と
交
流

や
共
同
学
習
を
通
し
て
「
生
活
を

共
に
す
る
学
校
」、
南
会
津
の
貴

▲小中学部校舎（外観）

○
転
居
し
て
住
民
票
は
移
し
た
の

に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住

所
（
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
）
に
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
住
民
票
の
異
動
だ
け
で
は

新
し
い
住
所
へ
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

転
居
し
た
と
き
は
、
必
ず
運
輸

支
局
で
自
動
車
検
査
証
の
住
所
変

更
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る

と
、
新
し
い
住
所
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

○
車
検
切
れ
で
使
用
し
て
い
な
い

自
動
車
に
も
、
自
動
車
税
は
課

税
さ
れ
る

　

車
検
が
切
れ
た
自
動
車
で
も
、

登
録
が
さ
れ
て
い
る
限
り
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り
、

使
わ
な
く
な
っ
た
り
し
た
自
動
車

は
、
運
輸
支
局
で
抹
消
の
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

抹
消
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
月
割

で
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
既

に
年
税
額
を
納
め
て
い
る
場
合
に

は
、
抹
消
し
た
翌
月
以
降
の
税
金

は
還
付
さ
れ
ま
す
。

※
３
月
末
ま
で
に
抹
消
登
録
す
れ

ば
、
翌
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。

【
問
合
せ
先
】

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局

　

県
税
部

　

☎
０
２
４
１
－
62
－
５
２
１
２

※
登
録
に
関
す
る
手
続
き
は
、
運

輸
支
局
や
南
会
津
自
家
用
自
動

車
組
合
、
自
動
車
整
備
工
場
等

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

重
な
自
然
の
中
で
、
地
域
の
力
を

生
か
し
な
が
ら
教
え
育
て
る
「
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
」、
特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
研

修
等
を
行
う
地
域
の
セ
ン
タ
ー
的

機
能
を
も
つ
「
地
域
の
支
援
体
制

を
支
え
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
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※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
月
２６
日（
木
）
午
後
６
時
３０
分
～

星
空
カ
フ
ェ
要
申
込

　
若
者
の
集
い
の
場
を
目
的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
場
所
】
亀
岡
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
内

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
明
和
公
民
館
（
℡
０
２
４
１
︱

86
︱

２
１
１
１
）

４
月
１５
日（
水
）
午
前
９
時
～

春
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

　
消
防
団
員
な
ど
が
消
防
車
両
で
町
内
を
廻
り
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

【
場
所
】（
出
発
地
）
明
和
公
民
館

【
問
合
せ
先
】

　
町
民
生
活
課
（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
１
０
０
）

４
月
２６
日（
日
）
午
前
９
時
～

消
防
団
検
閲
式

　
消
防
団
員
が
万
が
一
の
際
の
安
全
確
認
と
団
員

の
規
律
保
持
・
士
気
向
上
を
目
的
に
、
訓
練
の
成

果
の
披
露
や
車
両
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
場
所
】
只
見
中
学
校
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】

　
町
民
生
活
課
（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
１
０
０
）

　

昭
和
35
年
に
株
式
会
社
と
し
て
設
立

し
、
60
年
以
上
に
わ
た
り
只
見
町
の
山
菜

や
き
の
こ
を
加
工
し
て
き
た
会
津
産
業
株

式
会
社
。
な
め
こ
の
缶
詰
、
ゼ
ン
マ
イ
の

乾
物
、
山
菜
の
し
ょ
う
ゆ
漬
け
な
ど
、
町

の
味
を
届
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
工
場

を
支
え
る
須
佐
金
子
さ
ん
に
、
仕
事
へ
の

思
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

─
会
津
産
業
に
入
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
？

「
20
代
で
嫁
い
で
き
て
、
す
ぐ
に
工
場
に

入
り
ま
し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状

態
で
し
た
が
、
当
時
中
心
と
な
っ
て
い
た

働
を
決
め
ま
し
た
。
今
で
も
、
で
き
る
限

り
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
」

─
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

教
え
て
下
さ
い
。

「
只
見
町
の
山
菜
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

も
の
で
す
。
で
も
、
山
に
入
る
人
が
減
れ

ば
、
採
れ
る
場
所
も
分
か
ら
な
く
な
り
、

食
べ
る
機
会
も
減
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

未
来
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

採
っ
て
き
た
山
菜
は
会
津
産
業
で
引
き
取

れ
ま
す
の
で
、
若
い
人
に
も
ぜ
ひ
山
菜
採

り
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
加
工
業

の
分
野
か
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、
山
の
恵

み
を
絶
や
さ
ず
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
で

い
き
た
い
で
す
」

○
会
津
産
業
株
式
会
社

住　

所
：
只
見
町
蒲
生
小
八
木
沢
３
２
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４
１
―

82
―

２
１
９
３

山
菜
な
ど
の
加
工
販
売
が
主
。
わ
ら
び
・

ふ
き
・
な
め
こ
を
し
ょ
う
ゆ
漬
け
し
た
「
山

の
ご
っ
つ
お
」
や
山
な
し
（
オ
オ
ウ
ラ
ジ

ロ
ノ
キ
）
を
ジ
ャ
ム
に
し
た
「
ま
る
ご
と

山
な
し
ジ
ャ
ム
」
な
ど
が
あ
る
。
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
季
の
郷
湯
ら

里
な
ど
で
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

山
菜
の
買
取
を
行
っ
て
い
ま
す（
要
相
談
）。

只見町商工会
連携企画

た
だ
み
の
今
を
支
え
る
人
た
ちさん

会
津
産
業
株
式
会
社　
代
表　

須
佐
金
子

親
戚
の
お
ば
さ
ん
が
、
本
当
に
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
ん
で
す
。
山
菜
の
扱
い
方
、

手
作
業
の
コ
ツ
、
全
部
そ
こ
で
覚
え
ま
し

た
。
あ
の
頃
の
経
験
が
、
今
の
私
の
原
点

で
す
」

─
仕
事
を
す
る
上
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

「
加
工
品
を
作
る
に
は
、
ま
ず
、
良
い
原

料
が
必
要
で
す
。
只
見
町
の
山
菜
は
本
当

に
素
晴
ら
し
く
て
、
町
の
方
々
が
採
っ
て

き
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、
う
ち
の
仕
事

が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
『
今
年
も
楽
し

み
に
し
て
る
よ
』
と
声
を
か
け
て
も
ら
え

る
と
、
本
当
に
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。
町

内
の
販
売
店
だ
け
で
な
く
、
福
島
県
物
産

館
や
道
の
駅
、
個
人
の
お
客
様
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
い
る
の
は
、
原
料
を
届
け

て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

─
こ
れ
ま
で
で
特
に

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

「
平
成
23
年
の
水
害
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
家
も
工
場
も
浸
水
し
て
し
ま
い
、
正

直
、
も
う
や
め
よ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

で
も
、
工
場
を
頼
り
に
し
て
く
れ
る
人
や
、

う
ち
の
商
品
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
人

の
顔
が
浮
か
ん
で
き
て
…
…
。
そ
の
人
た

ち
へ
の
感
謝
を
返
し
た
い
と
思
い
、
再
稼

３
月
下
旬
～
４
月

イ
ベ
ン
ト
情
報
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
今
年
の
雪
ま
つ
り
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
を
多
め
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ゆ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

▽
卒
業
式
の
写
真
を
撮
り
に
お
邪
魔
す

る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
入
学
式

か
ら
イ
ベ
ン
ト
毎
に
写
真
を
撮
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
と
て
も
感
じ
な
が
ら
撮

影
し
ま
す
。
私
が
涙
を
堪
え
る
の
に
必

死
で
す
。�

（
小
林
）

（1月26日～２月25日届出分）敬称略

転入　６　転出　４　出生　０　死亡　１１

令和８年２月１日現在
人　　口　３，４１１（－９）
　 男 　　１，７１０（±０）
　 女 　　１，７０１（－９）
世 帯 数　１，４７０（±０）
高齢化率　　　　４８．１％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

★カフェーの帰り道

★それ犯罪かもしれない図鑑

� 【著】嶋津輝（東京創元社）
　東京・上野の片隅にある、
あまり流行っていない「カ
フェー西行」。食堂や喫茶
も兼ねた近隣住民の憩いの
場には、客をもてなす個性
豊かな女給がいた。竹下夢
二風の化粧で注目を集める
タイ子、小説修業が上手く
いかず焦るセイ、嘘つきだ
が面倒見のいい美登里を、

� 【監修】小島洋祐（金の星社）
　子どものちょっとした
行動が、じつは法を犯し
ているかもしれない。冒
険心で、あるいはいたず
ら心でやってしまいそう
な行動から、明らかなＮ
Ｇ行動まで、言われない
と気づけない違法行為の
数々を紹介。
　現役弁護士が監修。知

大胆な嘘で驚かせる年上の新米・園子。彼女たち
は「西行」で朗らかに働き、それぞれの道を見つ
けて去って行ったが…。大正から昭和にかけ、女
給として働いた“百年前のわたしたちの物語”。
　第174回直木賞受賞作品です！

らなかった？それ、つかまるよ。法律について
学び、安心・安全な生活を。

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111

■お誕生おめでとうございます
永
なが

井
い

　心
こ

都
と

（女／晃嗣・知子）	 大　倉

■おくやみ申し上げます
五十嵐　キイ子　　86歳　　蒲　生
酒　井　等　子　　95歳　　福　井
佐　藤　映　子　　95歳　　大　倉
目　黒　ひろみ　　62歳　　大　倉
五十嵐　ユキエ　　85歳　　黒　谷
鈴　木　岑　生　　86歳　　只　見
菅　家　定　好　　88歳　　布　沢
佐　藤　好　正　　87歳　　福　井
三　瓶　咲　子　　92歳　　大　倉
齋　藤　隆　二　　78歳　　亀　岡
渡　部　一　弘　　73歳　　楢　戸
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

℡
0241（

72）8355
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
通
信

V
ol. 12

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ア
ー
カ
イ
ブ
企
画
展

　「
只
見
の
哺
乳
動
物
と
そ
の
生
態
」

　
期
間
：
1
2
月
6
日（
土
）～
3
月
3
0
日（
月
）

　
場
所
：
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
只

見
町

は
、

多
雪

に
育

ま
れ

た
豊

か
な

自
然

と
、

そ
の

恵
み

を
生

か
し

た
伝

統
的

な
暮

ら
し

や
文

化
が

息
づ

く
ユ

ネ
ス

コ
エ

コ
パ

ー
ク

登
録

の
町

で
す
。「

自
然

首
都
・

只
見

」
伝

承
産

品
は
、

町
産

の
天

然
資

源
や

農
産

物
を

原
材

料
に
、

昔
な

が
ら

の
知

恵
と

技
術

を
生

か
し

て
作

ら
れ
、

町
の

厳
正

な
審

査
を

経
て

認
定

さ
れ

る
地

域
ブ

ラ
ン

ド
で
す
。

　
今
回
新
た
に
、「

百
花
蜜
 日

本
ミ
ツ
バ
チ（

菊
地
武
男
さ
ん
）」「

甘
酒（

佐
藤
泉
太
さ
ん
）」「

木
軸
ペ
ン（

大
倉
工
房
 梁

取
浩
さ
ん
）」

の
３
品
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

ミ
ツ
バ
チ
の
百
花
蜜
は
、
長
い
冬
を
越
え
た
在
来
種
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
多
様
な
花
か
ら
集
め
た
希
少
な

蜂
蜜
で
す
。
甘
酒
は
町
産
米
の
米
麹
の
み
で
仕
込
み
、
砂
糖
不
使
用
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
家
族
み
ん
な
が

楽
し
め
る
や
さ
し
い
甘
み
が
特
長
で
す
。
木
軸
ペ
ン
は
、
ケ
ヤ
キ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ブ
ナ
な
ど
町
内
産
木
材
を
用

い
た
ろ
く
ろ
仕
上
げ
の
手
づ
く
り
の
逸
品
で
す
。
雪
国
只
見
の
風
土
と
人
の
営
み
が
生
ん
だ
魅
力
あ
ふ
れ
る

産
品
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
・
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
た
だ
み
・

ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
な
ど
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

「
自
然
首
都
・
只
見
」
伝
承
産
品
に
新
た
に
3
つ
の
産
品
が
認
証

 （
※

表
示

価
格

は
、

販
売

店
や

種
類

に
よ

っ
て

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。）

百
花

蜜
 日

本
ミ

ツ
バ

チ
　

1,350円
 

甘
酒

　
540円

～
木

軸
ペ

ン
　

2300円
～
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